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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期
第２四半期
累計期間

第24期
第２四半期
累計期間

第23期
第２四半期
会計期間

第24期
第２四半期
会計期間

第23期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 3,258,2913,393,6252,044,7152,049,0087,055,186

経常利益（千円） 582,121 542,935 461,487 439,3601,274,636

四半期（当期）純利益（千円） 356,180 354,122 276,523 287,349 784,077

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 1,069,8001,069,8001,069,800

発行済株式総数（株） － － 29,200 29,200 29,200

純資産額（千円） － － 7,079,4917,639,5917,507,388

総資産額（千円） － － 9,060,7649,700,01310,072,633

１株当たり純資産額（円） － － 242,448.33261,629.83257,102.35

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
12,197.9512,127.499,469.989,840.7226,851.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 7,600

自己資本比率（％） － － 78.13 78.76 74.53

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
271,130 640,554 － － 683,560

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△201,579△72,991 － － △286,016

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△264,377△250,542 － － △293,528

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,983,9412,599,8042,282,783

従業員数（人） － － 154 153 151

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　４．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

 

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 153 (40)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期会計期間の生産実績を単一セグメント内の品目別に示すと、次のとおりであります。

単一セグメント内品目別
当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

採血管準備装置（千円） 971,277 127.1

検体検査装置（千円） 259,613 95.3

消耗品等（千円） 843,176 102.7

その他（千円） 44,674 113.7

合計（千円） 2,118,742 111.7

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　見込み生産をおこなっているため、該当事項はありません。
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(3）販売実績

　当第２四半期会計期間の販売実績を単一セグメント内の品目別に示すと、次のとおりであります。

単一セグメント内品目別
当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

採血管準備装置（千円） 1,026,031 109.7

検体検査装置（千円） 165,887 79.8

消耗品等（千円） 806,849 97.1

その他（千円） 50,239 70.8

合計（千円） 2,049,008 100.2

（注）１．前第２四半期会計期間及び当第２四半期会計期間の主要な輸出先及び輸出販売高及び割合は、次のとおりで

あります。なお、（　）内は総販売実績に対する輸出販売高の割合であります。

輸出先

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

ヨーロッパ 47,302 16.5 34,693 11.7

中南米 129,312 45.1 90,065 30.4

アジア 103,736 36.2 162,539 54.9

その他 6,475 2.2 8,940 3.0

合計
286,826

（14.0％）　
100.0

296,238

（14.5％）　
100.0

２．前第２四半期会計期間及び当第２四半期会計期間における主要な相手先別の販売実績及び当該販売実績の

総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

東邦薬品株式会社 218,282 10.7 64,357 3.1

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(4）売上高の季節的変動について

　当社の主力事業である、採血管準備装置事業等の装置関係の売上高は、通常の営業の形態として、その主要納入先

である医療施設からの受注及び納入要請タイミングとの関係上、通常、第２四半期会計期間においては、第１四半期

会計期間並びに第３四半期会計期間に比し売上高が増加する季節的変動があります。なお、消耗品等に関しては、当

社装置の既存納入施設が販売対象となることから、各四半期会計期間において安定した販売活動を展開しておりま

す。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

（1）業績の状況　

  当第２四半期会計期間における我が国の経済は、企業収益の改善が見られる一方で雇用環境は依然として厳

しく、海外経済の減速懸念や円高進行など不安定な状況で推移いたしました。

国内医療業界においては、平成22年４月１日からの診療報酬改定で10年ぶりのネットプラス改訂「全体改定率

は＋0.19％（約700億円）」があったものの、後発品のある先発医薬品の追加引下げで捻出される600億円の財源

が診療報酬以外に使用されることなどから、実質は「＋0.03％以下のプラス改定」となっており、医療機関の経営

環境は、厳しい状況にあります。

このような経営環境の中で、当社では当事業年度の営業施策として、採血管準備装置の更新時期を迎える施設で

の更新需要を確実に捕捉すること、また、血液ガス分析装置においては、前事業年度第４四半期に市場投入した最

新機種「GASTAT-1800シリーズ」及び「GASTAT-navi」を中心に販路拡大を継続してまいりました。また海外市場

においては、採血管準備装置をはじめとする各種装置の販路開拓を継続してまいりました。

その結果、当第２四半期会計期間の売上高は2,049,008千円（前年同会計期間比0.2％増加）となりました。

国内市場において当第２四半期会計期間における売上高は1,752,769千円（前年同会計期間比0.3％減少）、血

液ガス分析装置をはじめとする検体検査装置及び消耗品の販売が前年同会計期間比で増加した一方、採血管準備

装置の販売が前年同期比で微減となりました。　

海外市場における当第２四半期会計期間の売上高は296,238千円（前年同会計期間比3.3％増加）となり、総売

上高に対する海外売上高の占める割合は、前年同期比0.5ポイント上昇し14.5％となりました。

利益面に関しては、売上総利益は1,016,406千円（前年同会計期間比9.7％増加）、大口の研究開発費支出があっ

たことにより販売費及び一般管理費が577,470千円(前年同会計期間比24.1％増加)となり営業利益は438,936千円

（前年同会計期間比4.8％減少）、経常利益は439,360千円（前年同会計期間比.4.8％減少）、四半期純利益は

287,349千円（前年同会計期間比3.9％増加）となりました。

 

＜単一セグメント内の品目別販売状況＞

・採血管準備装置

当第２四半期会計期間における採血管準備装置の売上高は1,026,031千円（前年同会計期間比9.7％増加）と

なりました。

国内市場においては、医療機関の予算縮小や不安定な経済情勢の影響を受け販売単価が高い採血管準備装置

の販売が前年同会計期間比で微減となりました。海外市場においては、販路拡大が成果を挙げ、売上高は、

200,933千円（前年同会計期間比168.7％増加）となりました。　

 

・検体検査装置　

　当第２四半期会計期間における検体検査装置の売上高は165,887千円（前年同会計期間比20.2％減少）となり

ました。　

国内市場は、前事業年度第４四半期に市場投入した血液ガス分析装置の最新機種である、「GASTAT-1800シリー

ズ」及びハンディ型血液ガス分析装置「GASTAT-navi」を中心に販路拡大が成果を挙げ、売上高は114,992千円

（前年同会計期間比11.9％増加）となりました。海外市場では、前年の中南米の大型案件の反動減を吸収するに

は至らず、売上高は50,894千円（前年同会計期間比51.6％減少）となりました。

　

・消耗品等

　当第２四半期会計期間における消耗品等の売上高は806,849千円（前年同会計期間比2.9％減少）となりまし

た。国内市場は装置販売が好調だったため装置の累計納入台数の増加に伴い堅調だったものの、海外市場におい

て前年の中南米の大型案件の反動減から売上高は44,411千円（前年同会計期間比58.5％減少）。 

　

・その他　
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　当第２四半期会計期間におけるその他の売上高は50,239千円（前年同期比29.2％減少）となりました。　

　　

（2）財政状態

　当第２四半期末の総資産の残高は9,700,013千円となり、前事業年度末比372,620千円減少しました。これは主に、

売掛金の回収が順調に進んだこと等により売上債権が752,643千円減少、採血管準備装置をはじめとする商品及び

製品が34,993千円減少したことによるものであります。

当第２四半期末の負債の残高は2,060,422千円となり、前事業年度末比504,822千円減少しました。これは主に、

前事業年度第４四半期において販売をおこなった製品仕入に係る支払が滞りなく進んだことにより仕入債務が

505,169千円減少したことによるものであります。

当第２四半期末の純資産の残高は7,639,591千円となり前事業年度末比132,202千円増加しました。これは利益

剰余金が増加したことによるものであります。なお、自己資本比率は78.8％となり、前事業年度末比4.2ポイント上

昇しました。

　

　

（3）キャッシュ・フローの状況

当四半期における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の期末残高は2,599,804千円となり、第１四半

期会計期間末に比べ808,074千円の増加となりました。

　

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果852,360千円の資金増加（前年同四半期会計期間は473,066千円の資金増加）となりました。これ

は主に、税引前四半期純利益439,303千円を計上、売上が集中する９月の販売製品等に対応した仕入債務の増加額

394,062千円があった一方で、第２四半期会計期間の売上による売上債権の増加額36,532千円があったことによる

ものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果30,849千円の資金減少（前年同四半期は163,591千円の資金減少）となりました。これは主に、定

期預金の預入による支出30,273千円があったことによるものであります。 

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果13,436千円の資金減少（前年同四半期は56,026千円の資金減少）となりました。これは主に、長

期借入金の返済による支出14,400千円があったことによるものであります。　

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。　

 

（5）研究開発活動

　当第２四半期会計期間における研究開発費は170,768千円となりました。なお、研究開発費には研究開発担当者の

人件費を含んでおります。

　また、当第２四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

　

（6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期以降の見通しにつきましては、企業収益の改善が見られる一方で雇用環境は依然として厳しいこと

から国内医療機関の経営環境は、依然として厳しいものと見込まれます。医療機器業界においては、医療機関の予

算の緊縮化・執行延期に伴う機器の更新サイクルの長期化やメーカー間の競争が激化していることから引続き非

常に厳しい市場環境が続くことが予想されますが、当社では平成21年７月完工の本社第４ビルにおいて、主力製品

である採血管準備装置をはじめとする各種製品の組立加工業者からの受入調整ラインの増設並びに検体検査装置

の試薬生産ラインの増設を図り、当社製品群及び製品納入後のアフターサービスの品質を高めることに注力し、競

合他社との差別化を推し進めてまいります。

 

（7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間におけるキャッシュ・フローの状況につきましては、（3）キャッシュ・フローの状況

に記載のとおりであります。

 

②資金需要の主な内容

EDINET提出書類

株式会社テクノメディカ(E02345)

四半期報告書

 7/27



　当社の資金需要は、生産活動に必要な運転資金（仕入、人件費等）、事業規模の成長に応じて製品及び消耗品の

出荷・検品作業並びに研究開発施設の増設をおこなうための設備投資資金、市場の潜在需要を掘り起こす新し

い価値をもった独創的新製品の開発及び既存製品の製品競争力強化のための研究開発資金が主な内容でありま

す。 

 

③財務政策

　当社では資金の使途、目的に対応して、営業活動から得られるキャッシュ・フローや金融機関からの借入等、調

達方法を組み合わせ、低コストかつ安定的な資金の確保に努めております。

　今後も引き続き、財務の健全性を保ち、営業活動によりキャッシュ・フローを生み出すことにより、成長を維持

するために必要な運転資金及び設備投資資金を調達することができるよう努めてまいります。

 

（8）経営者の問題認識と今後の方針について　

　当社は、経営の透明性及び効率の向上、経営資源の有効投資及び経営環境の変化に迅速に対応できる意思決定機

関の確立に努めるとともに、企業価値の最大化を目指し経営方針を立案しております。

　しかしながら、当社の属する医療機器業界におきましては、医療保険財政の悪化にともなう診療報酬の改定が恒

常的に２年毎におこなわれており、医療機関の収入源は必然的に当社が主要なターゲットとしている臨床検査市

場全体へと響くこととなり、今後益々の値下げ要請及びメーカー間の競争が激しくなると予想されます。

　当社としては、医療施設業務のIT化による電子カルテやオーダリングシステムの普及にともない、需要の拡大が

見込める当社主力製品の採血管準備装置及びその周辺機器の販売に引き続き注力してまいります。

　検体検査装置につきましては、引き続き血液ガス分析装置をはじめとした保険点数の影響を受け難い、付加価値

のある各種分析装置の販売に注力してまいります。

　また、新製品の研究開発につきましては、今後需要の拡大が見込まれるPOCT（注１）分野の製品の開発をおこな

うこと及び生活習慣病の増加がもたらす国民医療費の増大に対応し、個々人が生活習慣病改善の必要性に気付く

ための日々の健康状態モニター用製品の開発をおこない、当社主力製品の採血管準備装置に並ぶ新たな収益の柱

とできるよう、研究開発に注力してまいります。

　

（注１）POCT（Point Of Care Testing）

診察・看護の現場で医療スタッフが実施する簡易検査ならびに患者自身が在宅で実施する自己検査のこ

とであります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期会計期間において、前事業年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 116,800

計 116,800

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

 普通株式 29,200 29,200
　　東京証券取引所

　　（市場第一部）

当社は単元株制度

は採用しておりま

せん。

計 29,200 29,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
－ 29,200 － 1,069,800 － 967,926
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（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

實吉　繁幸 神奈川県横浜市都筑区 4,696 16.08

鈴木　索 埼玉県川越市 2,760 9.45

ゴールドマン・サックス・アンド

・カンパニーレギュラーアカウン

ト（常任代理人　ゴールドマン・

サックス証券株式会社）　

東京都港区六本木６－10－１ 1,447 4.95

ステートストリートバンクアンド

トラストカンパニー（常任代理人

 香港上海銀行東京支店）

東京都中央区日本橋３－11－１ 1,441 4.93

テクノメディカ従業員持株会 神奈川県横浜市都筑区仲町台５－５－１ 1,314 4.50

メロンバンクエヌエートリー

ティークライアントオムニバス

（常任代理人　株式会社三菱東京

ＵＦＪ銀行）

東京都千代田区丸の内２－７－１ 1,075 3.68

株式会社オートニクス 埼玉県志木市下宗岡４－14－26 912 3.12

鈴木　満寿世 埼玉県川越市 852 2.91

平澤　修 神奈川県横浜市神奈川区　 812 2.78

實吉　政知 東京都目黒区 600 2.05

計 － 15,909 54.48

（注）１．インターナショナル・バリュー・アドバイザーズ・エル・エル・シーから平成22年３月２日付の大量保有

（変更）報告書の写しの送付があり、平成22年２月26日現在で3,157株を保有している旨の報告を受けてお

りますが、当社として当第２四半期末時点における実質所有株式数の確認ができていないことから、上記大

株主の状況には含めておりません。

なお、インターナショナル・バリュー・アドバイザーズ・エル・エル・シーの大量保有報告書の写しの

内容は以下のとおりであります。

  大量保有者             インターナショナル・バリュー・アドバイザーズ・エル・エル・シー

  住所                   645 Madison Avenue, 12th Floor, New York, NY 10022

  保有株券等の数         株式 3,157株

  株券等保有割合         10.81％
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　29,200 29,200 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 29,200 － －

総株主の議決権 － 29,200 －

　

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 283,900283,500279,000294,100268,000286,500

最低（円） 272,000257,000260,100260,100255,000259,000

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期

レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,075,074 3,696,200

受取手形 654,217 714,577

売掛金 2,266,739 2,959,023

商品及び製品 883,773 918,766

仕掛品 87,925 69,744

原材料及び貯蔵品 74,913 48,571

前払費用 13,285 6,916

繰延税金資産 69,447 50,730

その他 385 404

貸倒引当金 △17,100 －

流動資産合計 8,108,662 8,464,936

固定資産

有形固定資産

建物 851,857 851,857

減価償却累計額 △339,620 △323,256

建物（純額） 512,237 528,601

構築物 4,077 4,077

減価償却累計額 △2,630 △2,528

構築物（純額） 1,447 1,549

工具、器具及び備品 47,296 47,986

減価償却累計額 △34,036 △31,232

工具、器具及び備品（純額） 13,260 16,753

土地 787,326 787,326

有形固定資産合計 1,314,271 1,334,231

無形固定資産

特許権 4,384 4,725

商標権 1,566 1,666

ソフトウエア 2,076 1,449

電話加入権 1,177 1,177

無形固定資産合計 9,205 9,019

投資その他の資産

出資金 7,510 7,510

繰延税金資産 139,873 138,289

保険積立金 89,717 86,962

差入保証金 30,773 31,684

投資その他の資産合計 267,874 264,446

固定資産合計 1,591,351 1,607,697

資産合計 9,700,013 10,072,633
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,058,734 1,563,903

短期借入金 100,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 16,000 44,800

未払金 162,664 136,641

未払法人税等 213,278 223,714

未払消費税等 14,143 27,816

未払費用 41,819 41,532

預り金 8,134 7,431

賞与引当金 94,000 70,000

その他 2,893 2,830

流動負債合計 1,711,667 2,218,669

固定負債

役員退職慰労引当金 188,205 181,205

製品保証引当金 151,808 156,672

受入保証金 8,741 8,697

固定負債合計 348,754 346,575

負債合計 2,060,422 2,565,245

純資産の部

株主資本

資本金 1,069,800 1,069,800

資本剰余金 967,926 967,926

利益剰余金 5,601,865 5,469,662

株主資本合計 7,639,591 7,507,388

純資産合計 7,639,591 7,507,388

負債純資産合計 9,700,013 10,072,633
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 3,258,291 3,393,625

売上原価 1,748,497 1,719,467

売上総利益 1,509,794 1,674,157

販売費及び一般管理費 ※
 930,626

※
 1,133,330

営業利益 579,167 540,827

営業外収益

受取利息 4,062 2,670

その他 442 308

営業外収益合計 4,504 2,978

営業外費用

支払利息 1,551 869

営業外費用合計 1,551 869

経常利益 582,121 542,935

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,120

固定資産除却損 － 57

特別損失合計 － 2,177

税引前四半期純利益 582,121 540,758

法人税、住民税及び事業税 224,845 206,936

法人税等調整額 1,095 △20,299

法人税等合計 225,941 186,636

四半期純利益 356,180 354,122
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 ※1
 2,044,715

※1
 2,049,008

売上原価 1,118,147 1,032,601

売上総利益 926,568 1,016,406

販売費及び一般管理費 ※2
 465,436

※2
 577,470

営業利益 461,132 438,936

営業外収益

受取利息 1,014 681

その他 67 94

営業外収益合計 1,082 775

営業外費用

支払利息 727 352

営業外費用合計 727 352

経常利益 461,487 439,360

特別損失

固定資産除却損 － 57

特別損失合計 － 57

税引前四半期純利益 461,487 439,303

法人税、住民税及び事業税 184,294 168,235

法人税等調整額 669 △16,281

法人税等合計 184,963 151,954

四半期純利益 276,523 287,349
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 582,121 540,758

減価償却費 16,661 21,166

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,000 7,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 17,100

賞与引当金の増減額（△は減少） － 24,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △16,500 －

製品保証引当金の増減額（△は減少） 3,214 △4,864

受取利息及び受取配当金 △4,062 △2,670

支払利息 1,551 869

固定資産除却損 － 57

売上債権の増減額（△は増加） 569,950 752,643

たな卸資産の増減額（△は増加） 60,876 △9,529

仕入債務の増減額（△は減少） △701,044 △505,169

その他の資産の増減額（△は増加） 7 △6,725

その他の負債の増減額（△は減少） 31,757 18,149

小計 550,532 852,786

利息及び配当金の受取額 4,062 2,670

利息の支払額 △1,551 △869

法人税等の支払額 △281,912 △214,032

営業活動によるキャッシュ・フロー 271,130 640,554

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △62,930 △61,853

有形固定資産の取得による支出 △132,487 △9,670

無形固定資産の取得による支出 △5,400 －

差入保証金の差入による支出 △1,988 △2,066

差入保証金の回収による収入 1,227 598

投資活動によるキャッシュ・フロー △201,579 △72,991

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △28,800 △28,800

配当金の支払額 △235,577 △221,742

財務活動によるキャッシュ・フロー △264,377 △250,542

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △194,826 317,020

現金及び現金同等物の期首残高 2,178,768 2,282,783

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,983,941

※
 2,599,804
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

 
当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

 会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計

基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用してお

ります。

　これにより、当第２四半期累計期間の営業利益及び経常利益が188千円減少

し、税引前四半期純利益が2,308千円減少しております。

　　

 

【簡便な会計処理】

当第２四半期累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年９月30日）　

　該当事項はありません。　

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年９月30日）　

　該当事項はありません。　
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

 

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

　　のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

　　のとおりであります。

給与手当 265,104千円

賞与引当金繰入額 60,454

役員退職慰労引当金繰入額 6,000

研究開発費 176,886

給与手当 258,758千円

賞与引当金繰入額 68,545

役員退職慰労引当金繰入額 7,000

貸倒引当金繰入額 17,100

研究開発費 331,473

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※１　（売上高の季節的変動要因）

　当社の主力事業である、採血管準備装置事業等の装

置関係の売上高は、通常の営業の形態として、その主

要納入先である医療施設からの受注及び納入要請タ

イミングとの関係上、通常、第２四半期会計期間にお

いては、第１四半期会計期間並びに第３四半期会計

期間に比し売上高が増加する季節的変動がありま

す。

※１　（売上高の季節的変動要因）

　　　　　　　　　同左

 

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　　次のとおりであります。

 

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　　次のとおりであります。

給与手当 126,242千円

賞与引当金繰入額 33,289

役員退職慰労引当金繰入額 3,000

研究開発費 79,770

給与手当 127,940千円

賞与引当金繰入額 42,049

役員退職慰労引当金繰入額 3,500

貸倒引当金繰入額 17,100

研究開発費 170,768

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

　　表に掲記されている科目の金額との関係　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

　　表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成21年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 3,337,199

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,353,257

現金及び現金同等物 1,983,941

 

（平成22年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 4,075,074

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,475,270

現金及び現金同等物 2,599,804
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（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年

９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　29,200株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　該当事項はありません。

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 221,920 7,600平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金　

 

（金融商品関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前会計年度の末日と比較して著しい増減はありません。

　

（有価証券関係）

　当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

　該当事項はありません。

 

 

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

　　該当事項はありません。

 

 

（持分法損益等）

　前第２四半期累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年９月30日）

該当事項はありません。

 

　当第２四半期累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年９月30日）

該当事項はありません。

 

　前第２四半期会計期間（自 平成21年７月１日　至 平成21年９月30日）

該当事項はありません。

 

　当第２四半期会計期間（自 平成22年７月１日　至 平成22年９月30日）

該当事項はありません。

 

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期会計期間（自 平成22年７月１日　至 平成22年９月30日）

　該当事項はありません。
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（資産除去債務関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

資産除去債務の四半期貸借対照表計上額その他の金額に、著しい変動はありません。

　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）及び当第２四半期会計期間（自平成22

年７月１日　至平成22年９月30日）

 当社は、医療機器及び、これら装置で使用する消耗品の製造、販売を主たる事業とする単一セグメントである

ため、セグメント情報は作成しておりません。

　

（追加情報）　

　第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。
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（賃貸等不動産関係）

　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 261,629.83円 １株当たり純資産額 257,102.35円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 12,197.95円 １株当たり四半期純利益金額 12,127.49円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（千円） 356,180 354,122

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 356,180 354,122

期中平均株式数（株） 29,200 29,200

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 9,469.98円 １株当たり四半期純利益金額 9,840.72円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（千円） 276,523 287,349

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 276,523 287,349

期中平均株式数（株） 29,200 29,200

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月５日

株式会社テクノメディカ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 望月　明美　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 末村　あおぎ　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テクノメ

ディカの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第23期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テクノメディカの平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半　

 期報告書提出会社）が別途保管しております。

　２.　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月9日

株式会社テクノメディカ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　保範　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 末村　あおぎ　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テクノメ

ディカの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第24期事業年度の第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平

成22年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テクノメディカの平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半　

 期報告書提出会社）が別途保管しております。

　２.　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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